


黒穂病はキノコの生えやすい条件が整うと拡がりやす
くなると考えられます。キノコは切り株や枯れ木がある
程度腐ってキノコ菌の栄養源である木質繊維（リグニ
ン）が分解されるようになると菌が繁殖すると考えら
れています。Ｍさんの場合は落ち葉枝堆肥を毎年３０
０～４００ｋｇ（１０アール当たり）与えたそうです
が、それが菌の繁殖源になったと考えられるのです。
そこで問題になるのが「どのような堆肥なら施しても
良いのか」という課題です。

６．堆肥の作り方
日本エゴマの会で毎年堆肥を作って４０年になるベテ
ランの村上みよ子さんの堆肥づくりには必ず米ぬかと
油粕または魚粉や鶏ふんを混ぜています。堆肥が完熟
するためには落ち葉やワラと言ったエネルギー源（炭
素Ｃ）の他に微生物のタンパク源（窒素Ｎ）が必要に
なります。窒素源が不足すると落ち葉やワラは完熟し
ません。Ｍさんは堆肥に窒素源（Ｎ）となるような油
粕、魚粉、鶏ふんは混ぜませんでした。したがって落
ち葉枝やワラはあまり分解されずに畑に施され、黒穂
病菌の繁殖源になったと考えられるのです。
Ｍさんの堆肥の第二の問題は米ぬかをほとんど使わな
かったことです。米ぬかは作物に好ましい菌（乳酸菌
など）を繁殖させます。米ぬかがないと作物に好まし
くない菌（病原菌、
腐敗菌）が繁殖しや
すくなります。
以上のことからエゴ
マ黒穂病にならない
ための堆肥作りをま
とめます。
(１) 窒素源（油粕、
魚粉、鶏ふんなど）を１～２割ほど混ぜてつくる。
(2) 米ぬかを１～２割ほど混ぜて作る。
(３) 落ち葉、イネワラ、草など分解しやすい材料を使
う。
(４) モミガラ、おがくず、木枝、堅い作物の幹、麦わら
など木質繊維（リグニン）の多い材料はそのままでは
使わない。
５．何度か切り返しよく完熟させてから圃場に施す。

（!）



そして、今回その理由に思い当たりました。それは水
分補給のためです。エゴマの茎を折ると水がわき上
がってきます。移植時に圃場は他の植物がないため、虫
の水分補給はエゴマから取るより他はありません。日
中は地温が上昇するため虫たちはよけい水分補給が必
要となります。そこでネキリムシ対策には次のような
ことが考えられます。
１．畑に水をまいて、あらかじめ虫の水分を補給し、
エゴマを折らなくてもよい状態を整えます。
２．他の植物を一緒に植えたり、畑に雑草を生やした
状態でエゴマを移植します。そうすればネキリムシは
エゴマだけでなく他の植物から水分補給ができるので
被害を減らすことが出来ます。
３．その他にネキリムシがいやがるカルシウム類など
を施したり、冒頭に述べたモグラを呼び寄せてネキリ
ムシを食べてもらう方法などが考えられます。（!）



式会社 (福島県郡山市喜久田町卸1丁目62-1, TEL 
024-959-6180 ) 担当、佐久間さんまで。

◎　搾油機のこびりつきは梅雨期に取除
エゴマ油は乾性
油のため、搾油
機全体に油の被
膜がこびりつき
汚れが目立って
きます。この被
膜は削り取ろう
にもなかなか取
れなので苦労していました。しかし、これが梅雨の時
季になると乾いたタオルなどで簡単に取れることに気
づきました。おそらく油の被膜がたくさん湿気を吸い
取ることで膨張しはがれやすくなるのだと思います。
梅雨の時季に一年分の機械の汚れを掃除しましょう。
またこの時期の清掃はサビが広がることを防ぐのにも
役立ちます。（!）
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